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これ知ってる！？ 
シーケンス 

連続しているもの、順序づけ

る、などの意味。ＩＴの分野で

は、並んだ順番にデータや手順

を取り扱う処理方式のことを意

味する場合が多い。例えば、機

械に行わせる動作を先に決めて、

一つずつ順番に処理を進行させ

ていくシーケンス制御は、よく

用いられる。 

 

＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ
＝ 

●
自
作
視
聴
覚
教
材
が
完
成 

「
お
か
ざ
き
映
像
教
材
研
究
会
」
制
作
の
教
材
が
完
成
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
Ｍ
ｙ
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
活
用
で
き
る

作
品
と
し
て
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
作
品
四
つ
を
制
作
し
ま

し
た
。
今
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
ビ
デ
オ
作
品
を
基
に
、
作

品
を
リ
メ
イ
ク
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
教
材
も
授
業
で

の
使
い
や
す
さ
を
考
え
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
提
供

さ
れ
た
折
に
は
積
極
的
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。 

 作
品
・
班
員
の
紹
介 

Ａ
班
『
岡
崎
の
伝
統 

～
守
り
受
け
継
ぐ
人
々
の
思
い
～
』 

（
対
象 

小
学
校
三
・
四
年 

社
会
） 

鈴
木
一
史
（
竜
海
中
）
鈴
木
奈
穂
子
（
新
香
山
中
）
赤
堀
大
知
（
竜
海
中
） 

鈴
木
俊
宏
（
北
野
小
）
浅
井
悠
輔
（
恵
田
小
）
鈴
木
優
太
（
矢
北
中
） 

藤
渕
俊
旭
（
新
香
山
中
）
太
田
尚
志
（
竜
谷
小
） 

Ｂ
班
『
北
山
湿
地
』 

（
対
象 

小
学
校
六
年 

理
科
） 

服
部
将
也
（
梅
園
小
）
杉
山
康
子
（
六
北
小
）
渡
邉
智
文
（
大
樹
寺
小
） 

山
口
秀
樹
（
竜
美
丘
小
）
酒
井
雄
一
（
六
北
中
）
神
野
裕
美
（
美
合
小
） 

太
田
尚
志
（
竜
谷
小
） 

Ｃ
班
『
岡
崎
の
産
業
』 

（
対
象 

小
学
校
三
～
五
年 

社
会
） 

水
野
利
明
（
矢
作
中
）
高
瀬
玲
子
（
男
川
小
）
岩
川
皓
司
（
六
北
小
） 

加
藤
周
司
（
矢
東
小
）
田
中
章
太
郎
（
大
門
小
）
長
谷
川
誉
幸
（
矢
作
中
） 

廣
藤
静
香
（
大
門
小
） 

中
山
美
奈
子
（
竜
南
中
） 

Ｄ
班
『
ご
み
の
ゆ
く
え
』 

（
対
象 

小
学
校
四
年 

社
会
） 

石
谷
遼
一
（
生
平
小
）
鈴
木
広
樹
（
額
田
中
） 

手
嶋
夕
菜
（
羽
根
小
）
加
藤 

明
（
広
幡
小
） 

吉
見 

明
（
美
川
中
）
河
合
泰
宏
（
羽
根
小
） 

中
山
美
奈
子
（
竜
南
中
） 

  
 

  

  
 

 

こ
の
一
年
の
歩
み
「
明
日
を
照
ら
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」 

学
習
情
報
指
導
員 

太
田 

尚
志  

朝
、
通
勤
の
た
め
に
自
宅
か
ら
出
る
と
、
濃
い
霧
に

包
ま
れ
て
い
る
日
が
あ
っ
た
。
車
内
に
乗
り
込
ん
で
エ

ン
ジ
ン
を
ス
タ
ー
ト
。
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
か

ら
、
慎
重
に
車
体
を
公
道
へ
と
滑
ら
せ
た
。
思
え
ば
、

今
年
度
の
四
月
、
五
里
霧
中
の
学
校
生
活
は
、
ラ
イ
ト

を
探
す
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
よ
う
な
感
覚
だ
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
際
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
注
目
が
俄
然
高
ま

っ
た
。
世
間
で
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
筆
頭
に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ

ス
テ
ム
が
一
世
を
風
靡
し
、
企
業
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
会
議
や
研
修
、
大
学
で
は
授
業
が
行
わ
れ
た
。
我
々

教
員
も
、
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
を
利
用
し
て
主
任
会
や
研
修
を

行
っ
た
。
当
初
は
開
催
者
か
ら
の
一
方
通
行
で
、
発
表

者
は
一
つ
の
会
議
室
に
集
ま
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で

は
双
方
向
通
信
に
よ
る
研
修
や
複
数
の
発
表
者
が
分
散

し
た
ま
ま
の
会
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組

は
子
供
へ
も
還
元
さ
れ
る
。
様
々
な
事
情
で
学
校
へ
来

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
子
供
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
が
り
、

朝
の
会
や
授
業
を
行
う
試
み
が
始
ま
っ
た
。
休
業
に
備

え
、
学
級
丸
ご
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
挑
戦
し
た
学
校

も
あ
る
。
今
年
度
得
た
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に
関
す
る
知
見
は
、

コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
も
新
し
い
授
業
形
態
に
生
き
て
く
る
。 

夏
休
み
を
越
え
る
と
、
Ｍ
ｙ
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
運
用
が

段
階
的
に
始
ま
っ
た
。
社
会
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
お
け
る
調
べ
学
習
は
、
日
常
的
に
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
理
科
で
は
、
写
真
に
撮
っ
た
植
物
を
マ
ー
ク

ア
ッ
プ
機
能
で
な
ぞ
る
こ
と
で
、
葉
脈
や
茎
の
毛
な
ど
、

よ
り
一
層
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
、
子
供
の
気
付
き
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
っ
た
。
音
楽
科
で
は
、
演

奏
・
録
音
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
作
曲
の
授
業
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
楽
器
の
演
奏
が
苦
手
な
子
供
も
、

作
曲
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
多
く
の

ノ
ー
ト
が
「
ス
ク
ー
ル
タ
ク
ト
」
に
と
っ
て
代
わ
り
つ

つ
あ
る
。
も
は
や
プ
リ
ン
ト
を
糊
で
貼
る
必
要
は
な
い
。

評
価
を
す
る
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
ノ
ー
ト
を
集
め
る
必
要

も
な
い
。
我
々
も
子
供
も
タ
ッ
プ
一
つ
で
授
業
を
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
し
た
授
業
を
見
て
、
あ
る
保
護
者
は
こ
う
言

っ
た
。
「
つ
い
に
こ
ん
な
時
代
が
来
た
ん
で
す
ね
。
」 

霧
の
朝
の
ド
ラ
イ
ブ
を
恐
る
恐
る
続
け
て
い
る
と
、

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
け
た
別
の
車
と
す
れ
違
っ
た
。
街

中
に
近
付
く
ご
と
に
、
車
の
ラ
イ
ト
が
増
え
、
道
が
は

っ
き
り
と
す
る
。
あ
る
人
は
ス
モ
ー
ル
ラ
ン
プ
、
あ
る

人
は
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
利
用
し
て
、
道
を
照
ら
す
。
様
々

な
人
の
様
々
な
光
の
使
い
方
が
、
街
の
道
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
そ
ん
な
光
の
一
つ
で
あ
る
。 

～作品の紹介～ 

Ｃ班「岡崎の産業」 

Ａ班「岡崎の伝統」 



                                

                                

 
 

                               

＝
実
践
報
告
＝ 

 
 

ア
プ
リ
「
ア
イ
ビ
ス
ペ
イ
ン
ト
」
を
活
用
し
た
実
践 

岩
津
中
学
校 

谷
口 

定
夫 

本
校
の
美
術
科
の
実
践
を
紹
介
す
る
。 

二
学
期
に
自
画
像
を
制
作
し
た
。
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

美
術
の
授
業
や
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
も
、
自
画
像
を
描

く
こ
と
が
好
き
だ
、
と
答
え
る
生
徒
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ

た
。
中
学
生
に
と
っ
て
抵
抗
が
大
き
い
内
容
だ
が
、
Ｍ
ｙ
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
画
像
編
集
ア
プ
リ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
今
ま

で
よ
り
も
表
現
豊
か
な
自
画
像
を
描
く
生
徒
が
増
え
た
。 

ま
ず
、
鑑
賞
を
通
じ
て
自
画
像
に
つ
い
て
学
び
、
一
度
鉛

筆
で
自
画
像
を
描
い
た
。
次
に
、
Ｍ
ｙ
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
カ
メ

ラ
機
能
を
使
っ
て
、
構
図
を
考
え
て
か
ら
自
身
の
顔
を
撮
影

し
た
。
そ
し
て
ア
プ
リ
「
ア
イ
ビ
ス
ペ
イ
ン
ト
」
を
利
用
し
、

写
真
を
基
に
ト
レ
ー
ス
を
行
い
、
自
画
像
を
描
い
た
。
そ
の

際
ズ
ー
ム
や
回
転
、
や
り
直
し
な
ど
、
ア
プ
リ
の
機
能
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
顔
の
輪
郭
や
目
鼻
の
形
を
正
確
に
描
く
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
写
真
の
表
示
と
非
表
示
を
切
り
替
え
ら

れ
る
の
で
、
全
体
像
を
見
な
が
ら
、
描
く
線
を
慎
重
に
吟
味

し
て
何
度
も
書
き
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
る
と
、
細
か
な

部
分
を
よ
り
正
確
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
生
徒
が
増
え
た
。 

生
徒
か
ら
は
「
写
真
を
な
ぞ
っ
た
り
大
き
く
し
た
り
し
た

の
で
、
前
に
描
い
た
自
画
像
よ
り
上
手
に
で
き
た
」
や
「
顔

の
一
つ
一
つ
の
特
徴
を
感
じ
て
み
る
と
、 

な
ぞ
ら
な
い
方
が
自
分
ら
し
さ
が
出
た
」 

な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。
生
徒
は
、
今 

ま
で
よ
り
も
上
手
く
描
け
た
と
い
う
達 

成
感
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
細
部
ま
で 

観
察
し
て
自
分
ら
し
く
表
現
す
る
力
を 

高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ら
れ
た
と 

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
！
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝ 

   

学
校
に
一
人
一
台
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
が
貸
与
さ
れ
、
こ
れ
を

利
用
し
て
音
楽
を
流
し
た
い
、
と
い
う
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
。
実
際
に
、
運
動
会
や
学
習
発
表
会
の
練
習
に
お
い

て
、
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
接
続
の
で
き
る
ス
ピ
ー
カ
ー
や
レ

シ
ー
バ
ー
と
組
み
合
わ
せ
て
、
音
楽
を
流
す
機
会
が
増
え

た
。
利
点
は
、
頭
出
し
が
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
や
テ
ン
ポ

を
落
と
し
て
再
生
で
き
る
こ
と
だ
。
音
楽
に
合
わ
せ
た
体

の
動
き
を
部
分
的
に
、
そ
し
て
、
ゆ
っ
く
り
練
習
す
る
こ

と
が
で
き
、
丁
寧
で
効
率
の
よ
い
指
導
に
つ
な
が
っ
た
。 

 

し
か
し
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
音
楽
を
再
生
す
る
に
は
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
で
再
生
で

き
た
音
楽
が
、
拡
張
子
が
合
わ
ず
に
再
生
で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
点
だ
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、「
音
声
編
集
ア

プ
リ
」
を
利
用
す
る
と
よ
い
。
ア
プ
リ
を
使
っ
て
音
楽
フ

ァ
イ
ル
の
拡
張
子
を
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
形
式
へ
変
換
す
る
こ
と
で
、

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
の
再
生
が
ス
ト
レ
ス
な
く
行
え
る
。
校
務
Ｐ

Ｃ
に
は
「
Ａ
ｕ
ｄ
ａ
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
」
と
い
う
ア
プ
リ
が
入
っ

て
い
る
。
有
料
で
は
あ
る
が
「
サ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ー
ジ
」
と

い
う
ア
プ
リ
も
使
い
や
す
く
て
お
勧
め
だ
。 

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
と
音
声
編
集 

ア
プ
リ
を
組
み
合
わ
せ
る 

こ
と
で
、
効
率
よ
く
音
楽 

を
再
生
で
き
る
よ
う
に
な 

っ
た
。
今
後
も
指
導
の
効 

率
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

（
六
ツ
美
西
部
小
学
校 

学
習
情
報
主
任 

西
片
茂
雄
）  

 

 
●
本
年
度
購
入
の
新
規
貸
出
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
の
紹
介 

◇
情
報
モ
ラ
ル
教
育
関
係 

 

「
み
ん
な
の
情
報
モ
ラ
ルⅤ

 

ア
プ
リ
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め
に
」
（
20
分
） 

 

「
コ
ン
ト
で
学
ぶ 

メ
デ
ィ
ア
と
社
会
と
わ
た
し
」 

全
４
巻
（
各
巻
約
30
分
） 

◇
道
徳
関
連 

 

「
は
じ
め
て
学
ぶ
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
」 

全
２
巻
（
各
巻
約
15
分
） 

 

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
の
子
ど
も
の
命
を
守
る
」 

学
校
の
取
組 

全
２
巻
（
各
巻
約
20
～
30
分
） 

◇
防
災
教
育
関
連 

「
ど
こ
に
ひ
な
ん
す
れ
ば
よ
い
の
？ 

南
海
ト
ラ
フ
地
し
ん 

大
津
波
が
く
る
」 

（
約
19
分
） 

 

「
ど
う
向
き
あ
え
ば
よ
い
の
？ 

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
津
波 

大
津
波
の
経
験
を
伝
え
た
い
」
（
約
21
分
） 

 

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
津
波 

ど
う
備
え
る
べ
き
？ 

避
難
が
命
を
守
る
鍵
と
な
る
」
（
約
22
分
） 

 

こ
こ
で
紹
介
し
た
以
外
の
作
品
も
含
め
、
令
和
三
年

四
月
か
ら
貸
出
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

積
極
的
な
御
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

★
編
集
後
記
★ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
伴
う
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
の
前
倒
し
稼
働
な
ど
、
視
聴
覚
・
情
報
教
育

に
と
っ
て
大
き
な
変
化
の
波
が
来
た
一
年
で
し
た
。
来

年
度
も
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
つ
つ
、
社
会
の
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
、
社
会
教
育
、
学
校
教
育
へ
有
益
な
情

報
を
発
信
す
る
月
報
作
り
を
続
け
て
い
き
ま
す
。 

 

今
回
紹
介
す
る
ア
プ
リ 

「
音
声
編
集
ア
プ
リ
」 

 


